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　  「１億円使って

職員給与見直しを」

職員の
給与水準

学
部
長
懇
談

　

去
る
９
月
15
日
に
実
施
し
た
後
藤
学
部
長
他
学
部
執
行
部
と
の
懇

談
の
席
上
、
職
員
の
待
遇
を
い
か
に
改
善
す
る
か
が
議
論
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
詳
細
を
報
告
し
ま
す
。

　

「
職
員
の
給
与
を
上
げ
ろ
と
い

う
の
を
こ
の
間
２
回
く
ら
い
言
っ

て
き
た
。
１
億
円
く
ら
い
使
っ

て
、
職
員
の
給
与
の
底
上
げ
を
。

そ
う
で
な
い
と
大
学
は
よ
く
な

ら
な
い
。
学
長
に
も
言
っ
た
。

第
３
期
の
大
学
間
の
競
争
の
な

か
で
、
三
重
大
学
の
質
を
上
げ

た
り
活
動
量
を
上
げ
る
た
め
に

は
人
が
必
要
で
あ
る
。
人
を
つ

く
る
た
め
に
は
、
そ
れ
な
り
の

手
当
て
を
し
な
い
と
い
け
な
い
」

―
―
学
部
長
懇
談
の
席
上
で
の

後
藤
学
部
長
の
発
言
で
す
。「
私

が
在
籍
す
る
か
ぎ
り
、
ず
っ
と

厳
格
な
情
報
管
理
が
求
め
ら
れ
る

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す

後藤学部長

職
員
の
定
年
も
65
歳
に
す
べ
き

言
う
」
と
、
や
る
気
で
す
。

　

ま
た
こ
の
日
の
懇
談
で
は
、

課
長
レ
ベ
ル
の
職
員
に
対
す
る

超
過
勤
務
手
当
（
残
業
代
）
の

支
給
と
、
職
員
の
定
年
年
齢
の

65
歳
へ
の
延
長
の
必
要
性
が
議

論
さ
れ
ま
し
た
。
と
く
に
、
職

員
定
年
に
つ
い
て
は
、
教
員
と

同
様
の
65
歳
に
「
延
長
す
べ
き
」

と
の
意
見
の
一
致
を
見
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
現
状
改
善
の
前
提

と
し
て
、
教
員
と
職
員
が
お
互

い
に
ど
の
よ
う
な
労
働
条
件
で

働
い
て
い
る
の
か
の
認
識
を
共

有
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
点
、
組
合

側
に
も
、
宿
題
が
与
え
ら
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

管理職に残業代を
支払わなくていい条件？
　今回の学部長懇談で人文支部は、課長

クラスの職員への超過勤務手当の支給を

求めています。つまり現状では、課長・事

務長以上の職員には残業代が支払われて

いないのです。その根拠は、課長クラスが

労働基準法41条２号でいう「監督若しく

は管理の地位にある者」にあたるためとさ

れてきました。ほんとうでしょうか――。

　厚生労働省の行政解釈では、残業代を

支給しない条件として、「労働時間、休憩、

休日等に関する規制の枠を超えて活動せざ

るを得ない重要な職務内容を有しているこ

と」「労働時間、休憩、休日等に関する規

制の枠を超えて活動せざるを得ない重要な

責任と権限を有していること」「現実の勤

務態様も、労働時間等の規制になじまない

ようなものであること」「賃金等について、

その地位にふさわしい待遇がなされている

こと」等を考慮して判断されるとします。

　課長さん方は、ほんとうにこんな働き方

を許されているのでしょうか。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
こ
の

１
月
に
施
行
さ
れ
る
の
に
と
も

な
い
、
10
月
１
日
か
ら
国
民

個
々
人
に
番
号
が
通
知
さ
れ
ま

す
。
社
会
保
障
や
税
金
な
ど
、

煩
雑
な
書
類
集
め
が
不
要
に
な

る
と
し
て
そ
の
利
便
性
が
強
調

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の

番
号
を
検
索
キ
ー
と
す
る
こ
と

で
、
個
々
人
の
行
政
上
の
記
録

が
ま
と
め
て
収
集
・
管
理
さ
れ

る
な
ど
、
個
人
が
丸
裸
に
さ
れ

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
し
か

も
そ
の
活
用
を
民
間
企
業
に
も

拡
大
す
る
方
向
で
す
。

　

私
た
ち
に
直
接
か
か
わ
る
も

の
と
し
て
、
源
泉
徴
収
の
際
に
、

大
学
が
教
職
員
個
々
人
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
使
っ
て
届
出
す
る

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

大
学
は
、
別
の
サ
ー
バ
を
立

て
て
管
理
す
る
よ
う
で
す
。
こ

れ
で
充
分
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

不
必
要
な
利
活
用
を
防
ぐ
た

め
に
、
国
と
大
学
を
監
視
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ひとり１万円でも全体で 1億円。


